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1 ．研究の 背景
’
と 目的

　1990 年代以降、高校生 の 進 路 選 択を取 り巻 く

環境は 大き く変化した 。 就職率その もの が 減少 す

る
一方、求人倍率が 急激に落ち込 み、就職希望者

が早期に 内定を得る こ とはます ます 困難 にな っ

て い る 。 2004 年 9 月末 現在、来春の 高校卒業者

の 就職内定率は 38．9％ であ り、依然厳 し い 状況に

あ る ’（厚生労働省　2004a）。 就職活動が長期化す

る中、正規 の 職 に就 くこ とをあき らめ て し ま う場

合 も少 な く な い 。高校卒業後に フ リ
ー

タ
ー

や無業

者に なる生徒は 、 現在で は約 1 割に 達 して い る。

　高校か らの移行で 困難に直面す る の は、非進学

者 だけで はない 。18歳人 口 の 減少 を背景に 大学 ・

短大進学率は 再び 拡大 し、専門学校 を加えれ ば、

今や 同世代 の 4・人に 3 人は何 らか の 高等教育・中

等後教育を受ける ように な っ た 。 しか し 、 中退す

る学生 は確実 に 増えて い る。・
他方 、大学や短大、

専門 ・各種学校を問わず、卒業後の 就職は ますま

す容易 で は な く な り、．そ の こ とがまた高校生 の 進

路選択場面に影を落 とす こ とにな る。

　 こ の よ うな環境変化 の もと、現代 日本 の 高校生

は どの よ うな進路選択 を行 っ て い るの だ ろ うか 。

高校教育が普遍 化す る 70 年代以降、日本 の 高校

生 の 進路選択 を扱 っ た研 究 が 繰 り返 し 明 らかに

して きた の が 、高校 の ラ ン クや学科タイ プによる

卒業後の 進路 の 違い で あ っ た。「どの 高校に入 る

か に よっ て 将来が決ま っ て し ま う」とい っ た言 明

に象徴される よ うに 、学校 ラ ン ク／ タイ プ （以 下、

学校 ラ ン ク）と進 路先 との 間 に は 明確な対応 関係

が あ り、そ の こ とは 90 年代に お い て も変 わ っ て

い ない とい う （樋 田 ほ か　2000 、尾嶋
「
200D 。

　 しか し、進路選択 を取 り巻く環境変化 は 、卒業

後 の 進路先そ の もの よ りも、在学中の 進路選 択プ

ロ セ ス に こ そ影 響を及 ぼして い るの か も知れ な
』
い 。に もか か わ らず、高校生が進路 に向け て の 活

動を どの ように 行 っ て い る か 、進 路希 望 が 3 年 間

を通 して どの よ うに 変化す る か 、 とい っ た プ ロ セ

ス の 部分が学 校 ラ ン クに よ
’
っ て 異 な るか ど うか

は 、必ず し も十分 1こ明 らか に され て きた とは言 え

な い 。そ こ で 本報告 で は、現代 日本 の 高校生 の 進

路選択 を、  進路 に 向けて の 活 動 の 実態と、  希

望進路の
一

貫性 や変化 に 着目 し て分析 す る。具体

的 に扱 うテ ーマ は 次 の 4 つ で あ る。

  進路 に向けて の 活動 の 量、時期、お よび予定

（決定）進路 との 関連 ・（3 節）

  希望進路 の 決定時期、お よび希 望進路変更パ

タ
ー

ン （4 節）

  専門学校 ・各種学校進 学者の 進路形成 パ ター

ン （5 節）．

  大学進学希望 とそ の 変化 （6 節）

　なお 、進路選択 の 背景にある意識 の 閙題に つ い

て は、「高校生の 進路選択と意識に 関する 実 証研

究 （1 ）」 で報告 され る。　　　　 （朴澤泰男）

2 ．調査デ
ー

タの 概要 と学校ラ ンク嚢数

（1）調 査デー
タ の概要

　今回 の
一

連の分析 で は、2004 年 1 月に 当時の

高校 3 年生を対 象に実施 した 「高校生 の 生活と進

路に 関する ア ン ケ ー ト」に よ り得 られたデー
タを

使用 した （全 7，563サ ン プ ル 、回収率 69．1％）。

　 なお、本調査は、進学率と無業率 とい う点 か ら

異なっ た特徴が見 られ る として 抽 出 され た 4 つ

の 県 か ら学校単位 で 無作為抽出 しだ高校 の うち、

調 査協力 の 得 られ た 101 校 の 生徒 を対象に実施

され たもの で ある。こ の た め 、公 立／私立、進学

校／進路多様校な どさま ざまな タイプ の 高校に

在籍す る生徒 が 調査対象に含まれ て い る。

（2）学校ラ ン ク変数に つ い て

　学校 ラ ン ク 変数 と は 、調査 対象校 の 学科 や進学

率 に基づ き、学科単位で設定し た値で ある 。 具体

的に は 、
1
  普通科 （理数科 を含む）も し くは総合

学 科 の うち、現役 四年制 大学進学 （希望者）率が

40％以上 の 学科 （37 学科12，
802サ ン プ ル

。 普通

科上中位校）、  普通科 もしくは総合学科 の うち、

四年制大学進学 （希 望者）率が 40％未満 の 学科

〔35 学科 、2，676サ ン プ ル 、普通科下位校 ・総合

学科）、  専門学科 （26 学科、1，553 サ ン プ ル 。

専門学科）の 3f ）に 分け られ て い る。ちなみ に、

上記 にも とつ く分類 の 結果、総合学科は す べ て  

に含まれ る こ ととな っ た。
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　変数の 算出にあた っ ては、調査対象校の 進路指

導教諭を対象に 実施 した 「高校生 の 進路指導に 関

す る ア ン ケ
ー

ト」 ほ か を使用 した。

　なお、各節 の 分析 の 際には、  をさらに 四年制

大学進学 （希望者）率 70％で普通科上位校 と 中

位校 に分 け るこ ともあ る。　　　　　 （鶴 田 典子）

表 1　 高校 3 年生の 4 月時点の希望進路 と

卒業後の 予定進路（1 月時点）の
一致割合（％）

高校卒業 後 の 予 定進 路

　 　 　 　 　 　 各 ラ ン

高校 3年4月時　　ク に お 　 内定 ・
　 未内定 ・

希 望進 路　　　け る構

　 　 　 　 　 　 成比 率

　 　 　 　 　 　 　 合 計
決 定　 　未決 定

3 ．進路に 向 けて の 活動 の 実態

（1）は じめ に

　 若年層 をめ ぐる 雇用状況 は、若 干、回復 の 兆 し

があ る もの の 依然厳 し い 状況に あ る。調査 対象 と

な っ て い る平成 16 年 3 月末 高校卒業者 の 就職内

定率は 92．1％で あ っ た （厚生労働省　2004b）。パ

ー
トタイ ム 労働者 として 入職す る新規学卒者 （高

卒者で と くに多 い ）
’
や、フ リ

ーター、ニ
ー

トなど

が急増 し て お り、若年層の 就 業に 関す る 対策が講

じ られ つ つ ある。中学校 を卒 業 し た 者 の ほ とん ど

が高校 へ 進 学す る状況 は 、高校の 序列化 を生み 、

どの 高校 に 入 るか によ っ て 、卒業後 の 進路選択 の

機会 と範囲が大 き く限定 され る。しか し、同
一

の

高校 にお い て も、進路 の 決定す る者 と し ない 者 が

い る。進路に 向けて の 活動 （以下 、進路活動）を

行 わなけれ ば、当然 の こ となが ら、進路 は決定 し

な い 。若年労働市場 の 逼迫に よ る高卒者の 就職状

況 の 悪化 の
一

方 で 、少子 化 に よ り、以 前 に 比 べ 、

高 等教 育 へ の 進 学 が容 易 に な っ て い る （耳 塚

2000）こ となど高校卒業後の進路をめ ぐる状況に

お い て 、さま ざまな変化 が生 じて い る。こ の よ う

な 社会状況 の 中 で 、高校 卒業後 の 進 路 に 向け、生

徒た ちは どの よ うな活動を し て い る の だ ろ うか 。

ま た 、決定 した 進 路と活動状況 は どの よ うに関係

して い る の だろ うか 。

（2）希望進路 と卒業後の 予定進路

　進 路決定 の ため に は 、希望進 路が明確で あ る こ

と や早期 の 活動開始が 重要な要 因 で あ る こ と が

指摘 され て い る。また、進路 活動は、希望進路 に

沿 っ た形で 行なわ れ て い くと考え られ る。表 1 は、

学校ラ ン ク 別 に 、（1）希望進路 の 分布 と、（2）希

望進路ご との高校 3年生 の 4月 時点 に お け る希望

進路 と 1 月時 点 で 予 定 され て い る卒業後の 進路

が
一

致 して い る生徒の 比率を見た もの で ある。ま

ず、学校ラ ン ク に よ っ て 、希望進路の 分布に は 違

い が 見 られ る。また、希望進路 と予定進路 の
一

致

割 合を見る と、各学校ラ ン ク に お け る希望進路 の

構成比 率が 大きい ほ ど、予定進路と
一致 して い る

割 合が高 い 傾 向 が 見 られ る 。 こ の こ と は 、進路 選

択 にお け る学校 ラ ン クに応 じた トラ ッ キ ン グ の

メ カ ニ ズ ム が少なか らず影響を及ぼ し て い る 可

能性 が考え られ る、

　 　 　 就 職　 　　 （2．5）

普通 科　専各　　　（3，4）
上 位 校 　短 大　 　　 （3．7）
（n ＝928） 大 学　　 （85．2）

　 　 　 フ1一ター他　 　（5．2）

39．1　　　　 4．3　　43．5
46．9　　 21．9　 68．8
58．8　　　　17．6　　76，5
25．2　　　 67．8　　92．9
　 　 　 　 　 　 　 6．3

　 　 　 就職 　　 　 （5．5＞

普通 科　専各　　 （13．7）
中位 校　短 大　　　（5．8）
（n＝1816＞ 大 学　　 （67．1）
　 　 　 フ）

一
タ
ー他　 　（7．9）

54．0　　　　12．0　　66．0
57．7　　　 12．5　　70．2
54．7　　　 16．0　　70．8
41．3　　　45，9　　87．2
　 　 　 　 　 　 　 11，9

普通 科　就職 　　（27・3）

下位校　専 各　　 （24．3）
（含総 合　短 大　　　（9，4）
学科）　大 学　　 （26，0）

（n≡2639）
　 　 　 フリ

ー
タ
ー
他 　 （12．9）

6L7 　　 17．2 　 78．9
62．0　　　　8．6　　70．6
58．6　　　　8．0　　66．7
48，8　　　 28．5　　77．3
　 　 　 　 　 　 11．4

　 　 　 　就職 　　　　　（46．1）
　 　 　 　専各　 　 　 　 　 　 　 （21．3）

鬻翻 短 大 　 （・．・9）
　 　 　 　大学 　　 （13．4＞
　 　 　 　フリ

ー
タ
ーi也　　（13．3）

74．0　　　 10，5　　84，5
57，8　 　 　 　 3．4　 61 ．2
54，4　　　　 4，4　　58，9
67．0　　　　 3，9　　70．9
　 　 　 　 　 　 　 11．4

（3）進路活動 の 実態

　調査 で は 、進路全般の 活動、進学関係の 10 項

目 の 活動、就職関係 の 10項 目 の 活動 の 計 21 の 活

動に関す る活動状況が、時期 （「4〜5 月 」、「6〜8

月 」、「9月 」、「io〜12月 」 の 4 つ の時期）ご と に

質問 され て い る 。 進 路活動は、各 々 が独立 して い

るわ け で はな く、す べ て の 活動 が 相 互 に な ん らか

の 関連があ り、影響 を及ぼ し あ っ て い る 。 以下 で

は、進学 関係 の 活動 と就職 関係 の 活動 を（1）開始

時期 に注 目 した活動 開始 ス コ ア （2）活 動量 に 注 目

し た 活動量 ス コ ア （3）前述 の 時期 ごと の 活動量に

注 目 し た活動 パ ターン の 3 つ の 指標を用 い て 活

動状況 を分析す る。

（3）−1　進学 予定者 （進学希望者に おける） の 進

路活動

　高校 3年生 の 4 月時点で進学を希 望 して い た 者

で 、1月時点で進学を予 定し て い る者の進学に 向

けた活動 を高校 ラ ン ク別 に見 て み よ う。 活動 開始

ス コ ア は、中位校（15．3）〉 下位校（】3．0）≒ 上 位校

（13．0）〉 専門学科（lL2 ）の 順 にな っ て お り、活 動量

ス コ ア は、中位校（11．2）〉 上位校 （10．7）〉 下位校

（8．5）〉専門学科（6．6）の順で あ る。中位校で 早 い 段

階で 活動を開始する者が 多く、活動量 も多い 。一

方、専 門 学科 は と も に 少 な い
。 入 学難易度 の 高 い

教育機 関 へ の 進 学者 が 多い 上位 校ほ ど、活動 開始

時期が早 く、活動量 も多い とい っ た 単純な構造は

見 られ な い 。近年 、高等教育 の 変化 （入試 の 多様
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化、専各進学者の 増加 など）が 見 られ るなか 、学
1

校ラ ン クと活 動開始時期や活 動量 との 関連は 、よ

り複雑に な っ て きて い るの で は
．
ない だ ろ うか。ま

た 、予定進 路 ご との 活動パ ター
ン を学校 ラ ン ク 別

に 見 て みる と、学校ラ ン クに よる大 ぎな違 い は見

られな い 。つ ま り、あ る 進路に 至 っ た 者同士 は 、

学校 ラ ン ク に よ らず、同 じ よ うな活動 の パ タ
ー

ン

を示 して い る （図 は 発 表時 に 示 す）。

（3）−2　就職予定者 （就職希望者 における） の 進

路 活動

　高校 3年生 の 4 月時点 で 就職 を希望 して い た者

で 、1月時 点 で就職を 予定 して い る者の 就職 に 向

け た 活動 を学校 ラ ン ク別 に 見て み よ う。活動開始

ス コ ア は、中位校（16、8）〉 専門学科 （15．3）〉 下位

校 （15．8）〉 上位校（13．5）の 順に なっ て お り、活動

單ス コ ア は、中位校 （105 ）〉 上位校 （9、8）〉 専門学

科（95）≒ 下位校（9，5）の 順 で ある。就職希 望者 の 少

な い 上位校 と中位校 を除き、下位校と専門学科で

見る と、就職希望者の 多い 専門学科 の 方 が 、両 ス

コ ア ともに高 い 傾 向が見 られ る （た だ し、内定 を

得 ら れ な い が ゆ え 、活動 を続 けなけれ ばな らな い

とい う状況 も考え られ る の で、解釈に は注意が 必

要だが）。ま た 、予定進路 ご との 活動 パ タ
ー

ン を

学校 ラ ン ク別 に 見て み る ど、進学希望者同様、学

校 ラ ン ク に よ る 大 きな違い は 見 られない （図 は 発

表時に 示す）。

（4）おわ りに

　学校ラ ン ク に よ っ て 、希望進路 の 分布や希 望進

路 と予 定進路 の
一

致割合 に は 、違 い が 見 られ るが 、
’

進路活動 を見 て み ると、予定進路が同 じ者 同 士 で

は 、学校ラ ン ク に よ る大きな違 い はみ られず 、類

似 し た 活動 パ タ
ー

ン を示 して い る こ とが明 らか

に な っ た。　　　　　　　　　　　 （元治恵子）

4 ．希 望進路の決定 時期と変更パ タ
ー

ン

Cl）問題設定

　 こ こ で はまず、全国的 な代表性 に 配慮 して 集め

られ た 高校生の 職業移行 の 前段 階 で ある進 路決

定過程 を改めて 観察する。進路多様校や専門高校

の 生徒だけ で な く、高校生全体 として の 進路決定

過程 は どの よ うに な っ て い る の か 、こ れ ま で 明 ら

か に さ れ て い るよ うで され て い な か っ た点 を具

体的な数値で もっ て 示 すた め で あ る。

　次に 、学校ラ ン ク別 の 進路決定過程 を明 らか に

す るポ そ の 際 に は最大 53，248 通 りの 組み 合わせ

が あ りえ る詳細 な希望 進路変 更 パ タ
ー

ン の 分布

を算出 しそ の 上位層を見 て み るほ か 、そ の パ タ
ー

ン を 5 つ に類型 化 して 全体像の把握 も試み る。

（2）分析結果

　本 節 の 分析結果を ま とめ る と下記の よ うにな

る。

（2）−1 希望進路変遷 の概観

　まず 、「高校 1 年の 頃」 か ら 「高校 2 年の 頃 」、
「高校 3 年春頃 」、「高校 3 年夏頃 」、「高校 3 年冬

頃 」ま で の 5 時点 に お け る希望進路 の 変遷を概観

する と、サ ン プル 全体 で は 四 年制大学 を希望 して

い る生徒 が 多く、r 貫 し て 4 割強を 占め て い る

（表 2 ）。

表 2　各時点に おけ る希望進路別生徒数構成比

　　　　　　　　　 （％）

高校 高校 高校 高校 高校
N＝7653 1年 2 年 3 年 3年 3 年

の 頃 の 頃 春頃 夏頃 冬頃

就 就 職 内 定 18．7
職

16．1　17．82L2 　235
未内定

家業手

．4．6

伝 い
0．3

進

学

専門学

校
i3．4　16．3　17、6　18、8

決 定 、
未 決定

17．42
．8

短大
4．2　 5．7　 6．8　 ワ．8 決 定

未 決定

7．Ol
．6

四 年制

大学
40．641 ．943 ．143 ．7

決 定

未 決定

21．021
．1

詳 細不

明 2」

そ フ リー フ リ
ー

の タ
ー 0．5　 0．7　 0．8　 LO

タ
ー 2．0

他 迷 っ て 卒業後
い た

6．9　10．2　 7．2　 2．8
全 く未

考 えて
定 0．6

な か っ 17．0　 5．8　 1．8　 0．5
た

そ の 他 0．6　 0．6　 0．6　 0．8 そ の 他 0．7
無 回 答 0．7　 1．O　 l．O　 L2 無 回 答 0．1

　 また、高校 1 年の 頃 は 「迷 っ て い た 」、「考え て

い な か ？ た 」とい う生徒が4 分 の 1 弱を 占め て い

る が 、時 の 経過 と共に着実にそ の 比率は減少 し、

高校 3 年夏の 時点 で 3 ％強とな る。高校 3 年冬の

時点で 「卒業後 ど うす る かま っ た く決 め て い な

い 」 と 回 答 した 生 徒 は 1 ％ に も満 た ない
。

（2）−2　学校ラ ンク別希望進路変遷の 概観

　まず 普通科 進学率 E 中位校 に 属す る生徒 の 場

合 、  四年制大学希望者が 圧倒的に 多 く常に 7 割

前後を 占め る。  高校 1 年 の 時点 で 厂迷 っ て い た 」、
「考えて い なか っ た 」生徒は、あわ せ て も 2 割に

満 たな い 。

　次 に 普通科下位校 と総合学科に 属す る 生徒に

つ い て 見る と、  回想 時点 に よ り若 rF異な るもの
1

の、「就職」、厂専門学校」、「四年制 大学 1 の 比率

がほぼ 1 ： 1 ： 1 とな っ て い る こ とか ら、様 々 な

進路を希 望する生徒 が 混在 して い る様 子 が うか

がえ る。  高校 1 年の 頃は 「迷 っ て い た 」、「考え
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て い なか っ た」 と答 えた生徒があわせ て 3 割弱 に

達す る。

　 三 番 目に 、 専門学科で 特徴的な の は、  他の 類

型 に 比 べ て就職希望の 生徒 の 比率 が 高 く、四年制

大学希望 の 生徒 の 比率が低 い 点や  
一

方、高校 1

年の 時点 で 「迷 っ て い た 」、「考え て い な か っ た 」

生 徒 が 、普通科下位校 ・総合 学科の 生徒同様 3 割

弱 を占め て い る点など で ある。

　 こ こ で、高校 1 年か ら高校 3 年冬 の 間に どの よ

うな変化があ っ た の か 、そ の 構成比 の 差を見 て み

ると、普通科 下位校 ・総合学科 と専門学科 の 内訳

が 非常に似て い る こ とが分 かる 。 高校 1年の 時点

で 「迷 っ て い た 」 ある い は 「考え て い なか っ た」

と回答 した生徒は、主 に 「就職」、「専門学校」、

　「短 大 」 とそ の 他 に 、似 た よ うな比率 で分 か れ て

い く様子 が うか がえ る 。 ただ し、こ れ らは サ ン プ

ル 全体の 構成比 の 推移 を見た にす ぎず、実際 に生

徒 が 自らの 希 望 を どの よ うに 変遷 させ て い っ た

の か、詳 しい 内訳 を示すもの で はな い 。

（2）−3　希望進路変更パ ターン の概観

　 そ こ で 、各回想時点におけ る希望進路を もとに

詳細な希望進路 変更パ ターンを設定 し、人数の 多

い 順に並べ た と こ ろ、  高校 1年 か ら高校 3 年冬

ま で 希望 が
一

貫 し て い るパ タ ー
ン が 、どの 学 校 ラ

ン クで も上位 3 パ ターン を占め る。  普通科上中

位校、上位 5 パ タ
ー

ン に 6 割近 くの 生徒が当 て は

まるが、普通科下位校 ・総合学科や専門学科 の 場

合は 3 割前後 に と どま る 。   出現す る パ タ
ー

ン の

数 も普通科上 中位校よ りも普通科下位校・総合学

科や専門学科の 方が 相対的に多 い こ とか ら、後者

の 方が生徒 の 希望進路 に 動 きがあ り、か つ そ の 動

きの パ ター
ン も生徒に よ っ て 異 な る傾向 にあ る

と推察 され る 。

（2）−4　学校ラ ン ク別希望進路 変更パ タ
ー

ン

　 さらに、上記の パ ターン で は数が多くて 全体像

が つ か み に くい ため、次 の 5 つ に 各パ タ ー
ン を 分

類 し た （表 3 ）。 こ の 分類 にそ っ て 学校 ラ ン ク 別

に そ の分布を見 た とこ ろ、普通科下位校 ・総合 学

科 と専 門学 科 で 構成 比 が非常に似て い る こ とが

わか っ た。

　　　 表 3　 希望進路変更パ ターン類型

（3）今後の 課題

　今回 は 、学校 ラ ン ク と い う要素を意識 しつ っ 、

高校生の 進路決定過 程 の 全 体像 を把握す る こ と

に終始 したが、今後は例えば就職内定者 と未内定

者 の 違 い など、最終結果 を意識 した分析 を行 うこ

とで 、過程 と結果 の 関係 を 明 らか に す る こ と を 試

み た い 。　　　　　 　　　　　　　　 （鶴 田 典子）

5 ．専門学校
・
各種学校進学者の 進路形成

（1）は じめ に

　 こ こ で の 目的 は、専 門学校 ・各種 学校 （以下、

専各）進学予定者の進路形成 パ タ
ー

ン に、学校ラ

ン クお よび高校在 学時 の どの よ うな要因が影響

するの か を明 らか に す る こ とで あ る 。

　 専各 へ の進学者は、近年 高校卒業後 の 進路 の
一

っ と し て 増加傾向 にあるが、高校生 の 進路研 究 に

お い て は ス ポ ッ トが 当て ら れ る こ と は 乏 し か っ

た 。進路研究 で は大学進学 か 就職 か 、近年 で は プ

リーターに な る か 否 か （小 杉編　2002） と い っ た

こ とが 中心的な トピ ッ クで あ っ た 。
つ ま り、何 ら

か の機関や正規の職場 へ の 「間断の ない 」移動 （苅

谷 ・菅山 ・石 田編 　2000） の 可否 に 関心が集中し

て い た た め 、専各 へ の 進学 につ い て は注 目され る

こ とが少 な か っ た 。

　 し か し、専各は高卒以下学歴 に次 ぐフ リ
ー

ター

輩出母体で ある （小杉 ・
堀　2002 、pp．28−29）。 こ

の 事実 は 、職業教 育機 関 と して の 専各に と っ ．て は

一
層看過 で きない はず だ が 、こ れま で 軽視 され て

きた。専各 は発足以来 、 社会的 に は職業教育機関

と して の 役割を期待 され、在学者 の 入学動機 や卒

業後 の キ ャ リア に 関す る 調 査研 究が な され て き

た （雇用促進事業団雇 用 職 業総合研究所 　1983、

東 京都 労働 経 済 局 総 務部企 画 室 　 1994、小杉

1995な ど）。そ の
一

方で か ねて か ら、勤労観 の 発

達 した者 ばか りで はな く、多様な層が含まれ て い

る こ とが 指 摘 され て きた （雇用促進事業団雇用職

業総合研究所　1983、松下　1991 な ど）。 専各は

就職に 強 い とい うイ メ ージがあるた め 、大学進学

を しない 、あ る い は で きな い マ
ー

ジ ナ ル な層が 流

入 し （藤 田　 1982）、結果的に 勤 労観や 職業観 の

未発達な者が増加 し、こ んに ちの フ リ
ー

ター輩出

に い た っ て い る の で は ない だろ うか。早期に就職

活動が 開始 され 、また中退率 が高 い 専各 で は 、入

学時 に 既に 勤労観が 多様化 して い る こ との 影響

は 、非常 に 大 き い
。 よ っ て専各進学者内 の 多層性

を踏まえ、高校在学時にまで遡 っ て 進路形成 の 過

程 を明 らかにす る必要があ る。

　我 々 の 調査にお い て も、専各進学予 定者は他の

進路 に比 べ て 模 索的 な進 路形成過程 をた ど る者
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が 多い （表 4 ）。また、職 業に直結 した進路で あ

る に もか か わ らず、「どん な仕事をし た い の か よ

くわか らな い 」 とす る者 が、模索型 で よ り多 くな

っ て い る （オ ッ ズ 比 2．4）。
こ の 層 が い わば潜在的

な フ リータ ー輩出予備軍 と な る 可能性が危惧 さ

れ る。実際に ど うい っ た層が 不安 定就 労に流入す

る の か は今後 の 追跡調査 を待っ ．必 要があ る が、
一

体 どの ような要 因か ら、模索 した結果、専各 とい

う進路を選択する の だ ろ うか 。，

表 4　高卒後予定進路 x 進路選択パ ターン

一貫 型 模 索型 　 　 　 合計

四 年制大学 808 （56，4％ ） 625 （43，6％ ＞1433（100．0％ ）

専門
・各種学校 267 （21．8％ ） 95078 ．2 ％ 　1227 （100．0％ ）

正社 員 551（39．7％ ） 837 （60．3％ 川 388 （100．0％ ）

合 計 1626（40．2％ ）2422（59．8％ ）4048（100，0％ ）

　 単 位 ：人 ・　 　 　 　
’
　 　 　 　 、　 　 　 　 凋 ρこ000

注 ； 高 3 の 1 月 時点で の 専各 へ の 進学先 が決定 して い

る者 の うち、高校 1年時点か ら継続 して 専各 へ の 進 学

を 希望 し て い る 者を 「一貫型 」、そ れ 以外を 「模索型 」

と した。

（2）分析

　そ こ で、高校在学時か らの 進 路形成過程 に注 目

し、
一

貫型 と模索型 の違い に影響を及 ばす要因を

検討す る。具 体的には、専各志望者を対象 と し て

進路形成 パ タ
ー

ン を従属変数 （模索型 ＝1、一
貫

型 ＝0） と し、性 別 ・学校 ラ ン ク ・成績 ・進路活

動 ・勤労観などに関する独立変数を用い て ロ ジ ス

テ ィ ッ ク 回帰分析を行 っ た。

　そ の 結果 （図表 は発表当 日示す）、進路選択に

効 くとざれ て き た伝統的な変数は、進路形成パ タ

ー
ン に は影響 し なか っ た 。

つ ま り、成績 ・進路活

動 （進路を先生 に 相談し た か／学校案内を参照 し

た か ／ 高卒後 の 進路 に つ い て 友 人 と話 し 合 っ た

頻度）・勉 強 時 間 ・学校 で の 逸脱行動 （遅刻／欠

席／サボ り／拘束違反の頻度）な どの 変数 は、有

意で はなか っ た。

　他方 で男子 は女子 の 1．5倍、普通科下位校 ・総

合 学科 に比べ て 普通科 上位校 は 3 倍、普通科 中位

校は 2倍、模索型 とな りやすか っ 鵡 詳細な原因

の 同定には別 の 検討 が必要だ が、男子や普通科上

位 ・中位校 の 者は、大学進学な ど、よ b 進路 の 選

択肢が多 い 同輩者に 囲 ま れ て い るこ とか ら、周 囲

の 動向 を見る うち模索型が多 くな る の で は な い

か と推察され る。ま た 、「将来よ り も今の 生活 を

楽 しみた い と思 う」 現在志向 の 者は、そ うで はな

い 者 の 1．4 倍、模索型 に な りやす い 。
1’
これ は勤労

観 の 醸成 と関わ り、 入 学時 または入学 後早期 に

「将来」の 職業生活 に つ い て 直視ぜ ざるを得ない

専各の 性 質上、危惧 され る。なお 、専各 と他進 路

・との 比較につ い て は、当 日言及す る。

（3）おわ りに 　　　　　　 ’

　以上 の 検討か ら、一貫 して 専各 を希望 して 進学

す るか 、模索 し た 結果 専各 に 進学 す るか の 差 は、

伝統的な進路関連指標か らは 導か れ ない
。 模索型

は、現在志 向や周囲 との 比較 とい っ 、た個別的で 流

動的な要因で 迷 っ た結果、専各 を選択 して い る確

率 が 高 い と推察され る。そ して、こ の よ うな層に
「どん な仕事を した い の か よ くわ か らな い 」とす

る者が多 くな るの は、進路指導 の 点 か らも問題視

すべ き事態だ と言え る。
』

付記 ：本発表 は
i

貫型をよ し と し模索型を非難す

る も の で は な い 。模索す る こ とが納得 の い く進路

選択 に つ ながれ ばよい が 、 そ うで はない 可能性 が

高い とい うこ とを示唆 し たにと どま る。

　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 （長尾 由希子）

6 ．大学進学希望の 変化 と学校 ラ ンク

（1）問題設定

　 日本の 高校生 の 進路選択を扱 っ た研究 に お い

て 、高校教育が 生徒 の 進路希望 を変化 させ る効果

をもつ か 否 か は、最も重要 な論点 の
一

つ で あっ た。

たん に卒業後の 進路先 と、学校 ラ ン ク とが対応 関

係に ある こ と 自体が重要な の で は な い 。（家庭背

景や学力 を反映 した）入 学時点 ある い は入学前 の

進路意識 の 差異 が 、学校文化や カ リ キ ュ ラ ム の違

い を通 して 、3 年間の う
．
ち に拡大する の で はな い

か とい うの が 、背景 にある問題意識で あ っ た （吉

本 1984、苅谷 1985、菊地 1986）。

　レか し、い くっ か の 重要な研究が発表 され て以

降、特 に近年 は、こ うした問題 は必ず し も議論が

深め られ て い な い よ うに 思われ る。そ こ で 、こ こ

で は高校 1 年時 の 進学希望の 有無別 に、卒業時進

学希望 （4 年制 大学進学／非進学） に 対す る 学校

ラ ン ク の 効果 を分析す る。こ れ によ り．、1 年時に

は 進学を希望 し なか っ た が 、 卒業時 に は希望す る

よ うになる者や 、1 年 時には進学を希望して い た

が 、卒業時に は 希望 し な い 者が ど の よ うな生徒で

あ り、また、そ うし た在学中の 変化に学校 ラン ク

が どう関連 して い る の か が 明 らか となる。

（2）分析結果

　卒業時 に 進学 を希望す る 生徒 の 割合 は、全体で

は 42．1％だが、学校 ラ ン ク ご とに違い が 見 られる。

普通科 上位で 85．6％ 、普通科 中位 が 64．2％、普 通

科下位 ・総合学科で 25．3％、専門学科で は 12．2％

とな っ て い る 。 　 ・　　　　　　　　　
’

　学校 ラ ン ク 別 の 卒業時進学希望 を 、さ ら に 1年

時 の 進 学希望 の 有無別 に 示 した の が表 5 で あ る。

も ともと高校 1 年時に進学希望を もつ 生徒ほ ど、
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卒業時に も進学を希 望する傾向 が あるが 、1 年時

進学希望の 有無に よらず、ラ ン ク が一ヒ位に ある学

校の 生徒ほ ど卒業時 に 進 学希望 をもつ こ とがわ

か る。

表 5　学校 ラ ン ク別 の卒業 時進学希望（％ ）

普 通 科 　 普通科　 普 通科 　　専門

上位 　 　 中位 　 下 位 ・総合　 学 科

高校 1 年時の 進 学希望 あ り

　大 学進学　　 89．8　　 75．1　　 58．8　　 43．9
　 そ れ 以 外 　 　 10，2　 　 24．9　 　 41．2　 　 56．1

802　　　1，076 662 155

高校 1 年 時の 進 学 希望 な し

　大 学進 学　　 69．3　　 45．O　　 l4．3　　 8．3
　そ れ 以 外 　　 30．7　　 55．0　　 85．7　　 91．7

189611 　　 1，988　　　1，264

　 し か し以 上の結果は 、ラ ン ク の 高い 学校ほ ど、

進学 に 有利 な家庭 背景を持 つ 生徒 が 多い こ とを

反映 して い る 可 能性 が あ る。また 、同 じ ラ ン ク の

高校に通 っ て い て も、性別や学業成績に よ っ て進

路希望は 異なるは ずで ある。そ こ で 、性別 （女子

ダミ
ー

）や家庭背景 （親 の 進学期待）、学業成績、

学習時間、進学関連活動、学校 の 設置者 （私立ダ

ミ
ー

〉、お よび親進学期待 の 校 内平均 を統 制 し、

さらに、生徒が 学校にクラス タ
ー

化 され て い る こ

と に も配慮 し て ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰分析を行 っ

た。学校 ラ ン ク は ダ ミー変 数 と し て 投 入 し た （基

準カ テ ゴ リ
ー

は専門学科）。分析に使 用 した の は、

欠 損値を除 く全 サ ン プル と、1 年時 の 進学希望 の

有無に よ る サ ブサ ン プル で ある。

　 分析 の 結果 、次 の 三 点が明 らか に な っ た （分析

結果 の 詳細 は 、当 日配 布資料を参照）。第一に 、

全 サ ン プル を用 い た分析 で は、投入 した変数 の ほ

ぼ全 て が有意に 進学希望に関連 し て い る 。 男子 の

方が女子 よ りも、卒業時に 4 年 制大学 へ の 進 学を

希 望す る 見込み が 高 い 。親 の 進 学期待、学業成績 、

学習時間、進学関連活動は い ずれ も進学希望 とポ

ジテ ィ ブ な関連がある。学校の 特性 の効果を見る

と、私 立 の 方が 公 立 よ りも、親進学期待 の 校内平

均 が高い 学校 の 方 が 低い 学校 よ り も、生徒は 卒業

時 に 大学進学 を希 望す る 傾 向 に あ る 。 い ずれ も、

予想され る通 りの 結果 と言 え る。

　 しか しな が ら第 二 に、学校 ラ ン ク変数は、す べ

て が有意な効果 を もつ わ け で は な い 。他の 変数を

一
定 に すれ ば 、普通科上位校や 中位校 に 通 う生徒

は 、専門学科に 通 う生徒 よ りも、卒業時に進学を

希 望す る傾向を もつ 。しか し、普通科下位校 ・総

合学科 と専門学科 との 間に は有意な差が見 られ

ない 。学校 ラ ン ク変数の 作成手続 き に も依存する

とは言え、こ の 結果は 、高校 3 年生 の 1 月時点 で

の 進 学希望 に お い て は 、普通 科下位校 （総合 学科

を含む）と専門学科 との 間に、学校ラ ン ク／タイ

プ に 基 づ く違い が明確に 見 られ な くな っ て い る

こ とを示唆す る。

　第三 に 、1 年時 の 進 学希望 の 有無 に よ る サブサ

ン プ ル 別 に分析 を行 うと、「高校 1 年 時 の 進 学希

望 な し 」の サ ン プル で は 、全 サ ン プ ル に よ る分析

と同様 の 結果 が 得 られ る。係数 の 符 号は、す べ て

の 変数 で 先 の 分析 と 同 じ で あ り、ま た、普 通 科 下

位校 ・総合学科 と専門学科 と の 間 に の み有意な差

が見 られ な い 。 そ れ に 対 して 、「高校 1年時 の 進

学希望 あ り」 の サ ン プル で は、学校 ラン ク変数 は

有意で は ない （そ の 他 の 変数は有意、係数 の 符号

も他 の 分析 と同様）。 高校 1 年時 に既に 4 年制大

学への 進学 を希望 して い た生徒 に限 っ ては、学校

ラ ン ク は卒業時進学希望 （の 有無）に効果を持た

な い の で ある。こ の こ とは、一方で は 学業成績や

学習時間、進学関連 活 動 とい っ た 、比較的生徒本

人 の コ ン トロ
ー

ル の お よぶ要 因 が大学進 学 の 際

に カ ギとなる こ とを示唆 して い る。し か しもう
一

方 で は、家庭背景 （こ こ で は親 の 進 学期待） が、

学校 ラ ン ク に よ らずダ イ レ ク トに影響 し て い る

とい うこ とで もあ る。

（3）考察　 　　 　　 　　 　　 　　 　 　
’
　 ・

　以上 の 結果か ら、高校教育が生徒 の 進路希望 を

変化 させ る効果 を も つ か否 か に つ い て あ らた め

て考察する。1 年時に進 学 を希望 して い な か っ た

生徒が、卒業時 に 進学希望 を持 つ か 否か に つ い て

は、様 々 な生徒
・学校特性 を考慮 し て もなお学校

ラ ン ク が効果 を持 つ 。し たが っ て 、生徒の 進路希

望が 3年間 の うち に 、通学する高校 の ラ ン ク に よ

っ て は 高 め られ る こ とは 、 現代 に お い て もあ て は

まる と言える。それ に 対 し て 、1年時に 進学希望

を持 っ て い た生徒が、卒業時には大 学進 学をあき

らめ る か 否 か に つ い て は、今回 の サ ン プ ル で は学

校ラ ン ク と関連 し て い なか っ た。当初は 大学進学

を希望 して い た生徒が、卒業ま で に 断念する よ う

に な る の は、学校 ラ ン ク ／ タイ プ の 効果 とい うよ

りは 、本人 の 属性や学業成績、ま た 、在学校 の 生

徒集団の 構成な どに 由来 し て い る 可 能性 があ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　 （朴澤泰男）
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